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全体位置図 S=1:1000

葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

1:1000

第　　　　　号

全体位置図 

大和郡山市 泉原町 地内

15 1

令和  8年度



縦断面図 V=1：100
H=1：300

位　置　図　Ｓ＝1：5000

山田町

矢田町

泉原町

矢田町

泉原町

平 面 図 S=1：300
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葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(1)

大和郡山市 泉原町 地内

15 2

令和 8 年度

緊急度Ⅱ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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更生管

S=1：10更生管標準断面図

既設管径（D2）

φ188 φ200

緊急度Ⅲ

管更生工法　自立管　(t=6.0mm)

管更生工法　自立管　(t=6.0mm)

No.157

No.159

No.158

No.156

No.160

No.161

No.162

16
ia

16
ib



位　置　図　Ｓ＝1：5000

山田町

矢田町

泉原町

矢田町

泉原町

縦断面図 V=1：100
H=1：300

平 面 図 S=1：300
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葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(2)

大和郡山市 泉原町 地内

15 3

令和 8 年度

緊急度Ⅱ 緊急度Ⅲ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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S=1：10更生管標準断面図
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位　置　図　Ｓ＝1：5000

山田町

矢田町

泉原町

矢田町

泉原町

縦断面図 V=1：100
H=1：300

平 面 図 S=1：300

侵入水b(18.52m)

腐食a(18.50m)

葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(3)

大和郡山市 泉原町 地内

15 4

令和 8 年度

緊急度Ⅱ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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S=1：10更生管標準断面図

既設管径（D2）
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管更生工法　自立管　(t=6.0mm)
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位　置　図　Ｓ＝1：5000

山田町

矢田町

泉原町
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泉原町

縦断面図 V=1：100
H=1：300

平 面 図 S=1：300

たるみc(15.31m)
木根侵入b(11.53m)

木根侵入b(14.08m)

葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(4)

大和郡山市 泉原町 地内

15 5

令和 8 年度

緊急度Ⅲ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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S=1：10更生管標準断面図

既設管径（D2）
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管更生工法　自立管　(t=6.0mm)
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葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(5)

大和郡山市 泉原町 地内

15 6

令和 8 年度

緊急度Ⅲ緊急度Ⅱ 緊急度Ⅲ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(6)

大和郡山市 泉原町 地内

15 7

令和 8 年度

緊急度Ⅲ 緊急度Ⅱ緊急度Ⅱ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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S=1：10更生管標準断面図

既設管径（D2）
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山田町
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縦断面図 V=1：100
H=1：300

平 面 図 S=1：300
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破損b(2.66m)
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破損a(21.71m)

葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(7)

大和郡山市 泉原町 地内

15 8

令和 8 年度

緊急度Ⅲ緊急度Ⅱ緊急度Ⅲ緊急度Ⅱ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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H=1：300
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葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(8)

大和郡山市 泉原町 地内

15 9

令和 8 年度

緊急度Ⅱ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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縦断面図 V=1：100
H=1：300
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葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(9)

大和郡山市 泉原町 地内

15 10

令和 8 年度

緊急度Ⅱ緊急度Ⅲ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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S=1：10更生管標準断面図
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縦断面図 V=1：100
H=1：300
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葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(10)

大和郡山市 泉原町 地内

15 11

令和 8 年度

緊急度Ⅲ緊急度Ⅱ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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S=1：10更生管標準断面図

既設管径（D2）
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管更生工法　自立管　(t=6.5mm)
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平 面 図 S=1：300

縦断面図 V=1：100
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調査不能

葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(11)

大和郡山市 泉原町 地内

15 12

令和 8 年度

緊急度Ⅱ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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S=1：10更生管標準断面図

既設管径（D2）
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管更生工法　自立管　(t=6.5mm)
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縦断面図 V=1：100
H=1：300

平 面 図 S=1：300
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腐食a(4.62m)

葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(12)

大和郡山市 泉原町 地内

15 13

令和 8 年度

緊急度Ⅱ緊急度Ⅱ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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S=1：10更生管標準断面図

既設管径（D2）
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葉中    号

大和郡山市都市建設部下水道推進課

工 事 名

作　製図面番号 令和　8年　 3月

尺
縮

図面種類

施工ヶ所
路 線 名

工事番号
施工年度

図示

第　　　　　号

平面図・縦断面図(13)

大和郡山市 泉原町 地内

15 14

令和 8 年度

緊急度Ⅲ緊急度Ⅲ 緊急度Ⅱ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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緊急度Ⅱ

更生管径（D1）

※　上記更生管径D1は更生後の呼び径とする。

※　更生工法は同等の強度・耐久性・耐震性・流下能力を確保していれば、施工可能とする。

※　自立管の反転・形成工法の場合、標準更生管厚は6.0mmとする。

※　標準更生管厚以外で施工する場合は、構造計算により更生管厚を算出し、耐震計算を行うこと。
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